
は じ め に

本書は、神戸学院大学経済学部の企業経済コース科目「ビジネスミクロ分
析」の講義内容をベースとしたものである。「ビジネスミクロ分析」は、日本
企業などの事例を踏まえ、企業の定量・定性分析の基礎・フレームワークを
身につけることを目的として、2021 年より立ち上げられた独創的な講義であ
る。加えて、本書は企業の若手従業員向け研修の内容も反映させ、ビジネスで
も実際に「使える」ことを意識している。また、世界を創っている日本を代
表する企業の具体的事例 50 社超、特に兵庫や関西企業を中心に取り上げてお
り、ビジネス・モデル事例集としても活用を想定している。

スマートフォン、SNS、ゲーム機、遊園地、お菓子、ワクチン、自動車、
コンビニ、ファーストフード、ファストファッション、宅配便など現在の「当
たり前」は、企業の過去の「イノベーション」が生み出してきた。「イノベー
ション」は技術革新だけを示すものではなく、むしろ、技術的な発明後の実用
化のための「手法・アイディア」による数多くのチャレンジの積み重ねによる
ところが大きい。これらの企業の試行錯誤の軌跡（奇跡）が、現在の当たり前
の世界を創ってきた。「イノベーション」を生み出す企業は個性的で、相反す
る特徴を持つ場合もあるが、いくつかのパターンがみられる。本書は各章ごと
に、「イノベーション」を理解するための理論やフレームワーク（枠組）のパ
ターンを学んでいくことを意図している。

本書は、大学講義 15 回もしくは 30 回を想定し、まとめ・確認テスト（1 ～
2 回分）を除く、14 章構成としている。まず第 1 部（第 1 章）『企業が世の中
を創る』で、企業活動の原動力である「イノベーション」について、USJ、ネ
スレ、グリコ等（企業名は略称、以下同）の事例を踏まえて概観する。第 2 部

（第 2 ～ 5 章）『定量・定性分析の基本』では、財務やセグメントなどの定量分
析と企業戦略などの定性分析について解説する。事例として、シスメックス、
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クボタ、餃子の王将、日高屋、イオン、三菱重工、川崎重工、カシオ、シャー
プ、カネミツ、フジッコ、ロックフィールド等を取り上げている。第 3 部（第
6 ～ 10 章）『競争力・差別化の源泉』では、ポジショニングアプローチとトヨ
タ生産方式（コアコンピタンス）を両極にして、現実のサプライチェーンやグ
ローバリゼーションについて、日本を代表する企業の競争・協業の現実をみ
ていく。事例として、日本マクドナルド、モスバーガー、神戸物産、ユニク
ロ、しまむら、ZARA、東レ、ダイフク、ケンタッキーフライドチキン（三
菱商事）、アップル、ホンハイ、マキタ、コマツ、CAT、三一重工、トヨタ
を中心とした自動車業界等を取り上げている。最後の第 4 部（第 11 ～ 14 章）

『組織と人』では、企業活動を支える組織・エコシステムや起業家の具体的な
活動をみていく。事例として、ソニー、日産、村田製作所、京セラ（KDDI、
JAL）、ファナック、THK、SMC、工作機械業界、ソフトバンク、日本電産

（ニデック）、キーエンス等を取り上げている。海外企業の創業者（イーロン・
マスク、ジェフ・ベゾス、ビル・ゲイツ、ウォーレン・バフェット）も取り上
げ、日本企業の代表的な創業者と対比している。

各章は、概ね 3 段階（①問題提起・背景、②知識・理論・フレームワー
ク、③各企業の事例）の構成を取り、各フレームワークを現実的な視点か
ら把握できる構成としている。各章で取り上げた企業の取組みも、フレーム
ワークに当てはまる部分と当てはまらない部分が必ずある。多くのテキスト
では、各企業の事例を最初に学んだ後に、フレームワークや理論が解説され
る場合が多いが、本書は逆の構成を取っている。企業の「イノベーション」
は正解（目標）を目指して一直線に達成されることは稀であり、むしろ事業
環境の「変化」に対応し「適合」していくことが一般的であるため、本書で
は企業の歴史的な展開・経緯をなるべく記述した。読者はフレームワークを
絶対視せず、自ら当てはまる部分とそうでない部分を考えながら事例を読ん
でいただきたい。

また、1 つのフレームワークで取り上げた企業が、別のフレームワークで説
明できる場合も多い。その意味で各章を「マトリックス」として理解し、他社
比較や部門別比較などを通して読者自身で繋がりを模索して欲しい。また本書
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は、原則として 2022 年 9 月末時点で一般公開されている事実・数値等をベー
スとして記述しているが、当然ながら時代とともに事業環境も企業戦略も変化
していく。ぜひ、読者は本書以降の変化を、本書で学んだフレームワークや手
法を駆使して自ら時系列分析を行ってもらいたい。

　
今までの多くの方々のご教授なくして本書はなかった。筆者は、もともと

経済成長の源泉であるイノベーションに興味を持ち、大阪大学・大学院で経済
動学、ゲーム論、実証分析を学んだ。その後、野村総合研究所・野村證券の素
材・電機・部品企業などのアナリストとして約 10 年担当し、企業分析を学ん
だ後、野村アセットマネジメント（機関投資家）の重工業・機械・自動車部品
企業などのアナリストとして約 10 年担当し、資産運用を学んだ。その際に経
営者や IR 担当者などの約 1 万人の取材と 30 弱の国・地域の約 1,000 の工場・
施設等の見学から得たパターンを本書に反映している。約 10 年前に神戸学院
大学に転じた後、企業分析やコーポレートファイナンスに関連する講義やゼミ
を担当しつつ、主に機械・FA 企業の研究を行っている。また、2015 年から
はカネミツの社外取締役も兼務し、企業戦略の実務を学び、コーポレートガバ
ナンスを実践しつつ、若手社員研修として「企業研究会」を継続している。

お世話になった方々のお名前を逐次挙げることは差し控えるが、取材させ
ていただいた企業トップから現場でご活躍の方々、専門家の方々、社内外のア
ナリストや投資家の方々、大学の先生方々、そして講義を通して気付きを与え
てくれた学生の方々、直接間接にお世話になった多くの方々に心より感謝申し
上げる。また本書の原稿執筆中に、京セラの実質的創業者であり、アメーバ組
織の基礎を築かれた稲盛和夫氏が 2022 年 8 月 24 日に永眠された。20 世紀末
に激励いただいた企業研究の中間報告として本書を捧げ、ご冥福を心よりお祈
り申し上げる。

な お、 本 書 は JSPS 科 研 費 22K01646（ 基 盤 研 究（C））、JSPS 科 研 費
17K18575（挑戦的研究（萌芽））、神戸学院大学教育改革助成金「「企業」と

「働くこと」の学習～フィールドワークを踏まえた企業研究～」の助成を受け
た研究内容の一部を含むものである。また大学教育出版の佐藤守氏には、本書
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の出版において大変お世話になり感謝申し上げる。
　
2023 年 1 月

林　隆一



世界を創る日本企業のみかた
─ビジネスミクロ分析のすすめ─
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